
（別紙３）

～ R8年1月30日

（対象者数） （回答者数）

～ R8年1月30日

（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
個々の特性に合わせた活動プログラムや支援内容の充実

化

2
活動やイベントを通して、社会性を学ぶことのできる支

援内容

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
子どもたちの特性に応じてスタッフの増員等を行ってい

る

2
・踏み台等の設置

・更衣室をクールダウン部屋として共有している

3

○事業所名 チャーリースクエア　単位１

○保護者評価実施期間 R8年1月19日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 R8年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年2月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

子どもたちの発達特性に応じた支援プログラムと療育の

実践

・集団活動や個別活動を通して５領域を含めた総合的な

活動プログラムの実践

・子どもたちの「できた！」を増やすことができるよう

な療育支援

発達特性が多様化する中で、介助面や行動面で手厚い支

援が必要な子どもたちに、十分な支援が行き届いていな

いときがある

環境面で不安な時がある
・クールダウンするルームの確保が難しい

・トイレ、手洗い場が高い

イベントや外出

・季節に合わせたイベントの実施

・祝日、長期休暇に非日常を体験することのできるイベ

ントや活動の実施

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員配置は適切であるが、個々の特性に応じた細やかな

療育の充実を行うための職員の専門性向上と職員数

事業所における自己評価総括表公表


